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市議会第1回定例会

議
別
億
1
千
7
百
万
円

東
小
（
鰭
）
建
設
に
7
千
7
百
万
円

市
議
会
第
一
回
定
例
会
は
去
る
七
日
か
ら
開
か
れ
、
市
総
合
計
画
基
本
構
想
の
策
定
や
昭
和
四
十
七
年
度

予
算
案
な
ど
三
十
議
案
を
審
議
中
で
す
が
、
そ
の
う
ち
昭
和
四
十
七
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
案
に

つ
い
て
つ
ぎ
に
概
要
を
述
べ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
昭
相
四
＋
七
年
度

灘
講
醗

向
上
、
福
祉
行
政
の

推
進
を
三
本
の
柱
と

し
、
市
民
生
活
に
直

結
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
で
き
る
だ
け
従

来
の
実
績
を
下
回
る

こ
と
の
な
い
よ
う
努

力
し
た
結
果
、
一
般

会
計
歳
入
歳
出
予
算

総
額
は
、
二
十
一
億

一
千
七
百
七
十
一
万

九
千
円
と
、
前
年
度

当
初
予
算
に
比
べ
二

億
一
千
七
百
五
十
四

万
九
千
円
（
十
一
・

三
千
円
と
い
う
大
型
予
算
に
な
り
ま
し
た
。

鷲

『44」〃4”4〃吻

道
路
改
良
、
橋
梁
工
事
の

　
　
　
　
　
　
地
元
負
担
金
を
全
廃

　
　
　
＝
垂
　
　
　
　
　
　
　
活
向
上
の
面
か
ら
産
業
育
成
資
金
、

　
歳
入
の
内
訳

　
市
税
で
は
、
六
億
九
千
百
九
十
八

万
二
千
円
と
前
年
に
比
べ
六
千
五
百

五
万
二
千
円
の
十
・
四
％
増
と
な

り
、
地
方
変
付
税
が
六
億
二
千
五
百

万
円
と
、
前
年
に
比
べ
一
億
二
千
八

十
万
円
の
二
十
四
％
増
加
し
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
十
日
町
地
域
広
域

市
町
村
圏
指
定
に
よ
る
も
の
が
約
六

中
小
企
業
設
備
改
善
資
金
な
ど
の
貸

付
預
託
金
を
増
額
し
ま
し
た
。

　
ま
た
国
県
の
補
助
金
や
、
起
債

導
入
に
ょ
る
事
業
量
の
増
大
を
は

か
っ
た
結
果
，
投
資
的
経
費
は
六

億
五
千
七
百
五
十
一
万
二
千
円
と

予
算
総
額
の
三
十
一
％
と
な
り
ま
し

た
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
教
育
費
が
三
億
八
千
六
百

六
十
四
万
五
千
円
で
東
小
学
校
（
仮

称
）
の
建
設
の
七
千
七
百
六
十
一
万

円
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
い
で
民
生
費
が
三
億
七
千
七
百

五
十
二
万
円
、
総
務
費
二
億
五
千
四

百
五
十
六
刀
四
千
円
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
一
般
会
計
歳
出
の
お
も
な
事
業
は

つ
ぎ
の
と
お
り
。

・
総
猛
費

　南

沢
団
地
造
林
事
業
百
二
万
円

　
交
通
公
園
造
成
補
助
　
二
百
万
円

・
民
生
費

　
老
人
憩
の
家
建
設
費
　
千
四
百
五

＋
万
円

児
童
遊
園
地
建
設
費
二
百
八
万

円
・
衛
生
費

ご
み
焼
却
場
、
し
尿
処
理
場
用
地

二
千
二
百
五
十
万
円

塵
芥
作
業
車
（
更
新
二
台
）
　
二

百
五
＋
万
円

・
農
林
、
水
産
業
費

養
蚕
、
畜
産
振
興
補
助
　
四
百
二

＋
七
万
九
千
円

土
地
改
良
轟
業
補
助
（
約
七
十
ヵ

所
）
　
六
百
六
十
三
万
五
千
円

小
規
模
土
地
基
盤
整
備
事
業
補
助

八
百
五
＋
万
円

苗
場
山
麓
開
発
推
進
費
　
七
百
一

万
二
千
円

林
業
構
造
改
善
事
業
費
　
千
八
百

四
＋
七
万
七
千
円

・
商
工
費

ア
ー
ケ
ー
ド
施
設
補
助
金
　
千
＝

万
円
本
町
通
り
商
店
街
振
興
診
断
　
三

＋
万
円

当
間
山
観
光
資
源
調
査
（
継
続
二

　
年
目
）
　
三
十
五
万
円

・
土
木
費

道
路
改
良
　
九
千
六
万
六
千
円

道
路
改
良
（
舗
装
）
　
八
千
五
百

三
万
円

道
路
舗
装
補
助
　
千
五
百
七
十
九

万
一
千
円

国
鉄
踏
切
工
事
負
担
金
　
五
百
五

＋
六
万
五
千
円

国
、
県
道
改
良
工
事
負
担
金
八

百
四
十
二
万
五
千
円

橋
架
、
河
川
工
事
千
七
百
二
十

七
万
五
千
円

土
地
区
画
整
理
組
合
管
理
者
負
担

金
二
百
万
円

街
路
事
業
費
　
六
千
百
四
万
円

・
下
水
道
事
業

本
町
下
水
路
工
事
　
九
百
五
十
一

万
円
公
共
下
水
道
処
理
物
設
計
委
託

五
百
七
＋
五
万
円

美
雪
公
園
造
成
　
五
百
二
十
八
万

円
・
消
防
費

器
具
置
場
移
転
、
新
設
（
八
ヵ

所
）
　
百
五
十
八
万
円

防
火
水
槽
新
設
、
改
修
（
十
一
ヵ

饗
響
螢
糞
麩
の
地
元
負
担
金
を
全
廃
し
ま
し
韓
購
摂

　
　
　
　
　
七
千
九
百
二
十
一
万
　
　
そ
の
ほ
か
、
産
業
育
成
や
市
民
生
六
万
六
千
円
が
主
な
も
の

鱗
撒
鞭
H
灘
赫
蟹
靴
無
縄

所
）
　
五
百
七
十
万
円

小
型
動
力
ポ
ン
ブ
購
入
（
四
台
）

百
八
＋
七
万
円

・
教
育
費

　
（
仮
称
）
東
小
学
校
建
設
　
七
干

　
七
百
六
十
一
万
円

　
真
田
小
学
校
改
築
　
二
千
九
百
九

＋
一
万
七
千
円

　
軽
沢
分
校
移
築
　
二
百
八
十
万
円

　
馬
場
小
、
東
下
組
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
（
用
地
、
工
事
）
　
千
百
三
十
八

万
九
千
円

　
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
外
野
フ
ェ
ン
ス

百
四
＋
万
円

　
市
民
ス
キ
ー
場
整
備
百
七
十
万

　
円
　
　
　
　
【
写
真
】
市
議
会
で

予
算
案
の
大
綱
説
明
す
る
春
日
市
長

老
人
憩
の
家

に
千
四
百
五

十
万
円

歳
出
の
内
駅

歳
出
の
内
訳
を
み
ま
す

火
災
原
因
は
石
油
器
具
類
が
ト
ッ
プ

昭
和
四
十
六
年
火
災
救
急
統
計

石
油
器
具
類
を
使
用
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
e
点
火
し
た
ま
ま
給
油
し

な
い
。
口
器
具
を
点
検
し
常
に
完
全

燃
焼
す
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
注
意

で
火
災
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
消
火
器
の
管
理
を
＋
分

　
に
　
初
期
消
火
に
は
欠
か
せ
な
い
役
剤

を
も
つ
消
火
器
も
零
度
以
下
で
は
凍

結
し
、
そ
の
機
能
が
低
下
し
ま
す
。

　
ま
た
消
火
器
の
使
用
法
、
性
能
な

ど
を
知
り
、
そ
の
維
持
管
理
を
十
分

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
救
急
自
動
車
の
出
動
は

　
五
百
六
十
四
回

　市消

防
署
は
救
急
活
動
も
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、
昭
和
四
十
六
年
十
二

月
末
日
現
在
の
救
急
自
動
車
の
出
動

は
五
百
六
十
四
回
で
前
年
に
比
べ
百

五
十
二
回
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
救
急
自
動
車
の
出
動
原
因
は
交
通

事
故
が
ト
ッ
プ
で
全
体
の
四
十
五
％

二
百
五
十
二
件
に
の
ぽ
っ
て
い
ま
す

　
交
通
事
故
に
も
ご
注
意
下
さ
い
。

　
火
災
救
急
電
話
は
一
一

　
九
番
へ

　
火
災
救
急
の
場
合
は
至
急
一
一
九

番
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
下
条
、
水
沢
地
区
も
火
災
救

急
は
局
番
な
し
の
一
一
九
番
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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市
消
防
署
は
7
、
の
ほ
ど
昭
和
四
十

六
年
の
火
災
発
生
状
況
を
ま
と
め
ま

し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
昭
和
四
十
六
年
の

火
災
発
生
件
数
は
四
十
六
件
と
前
年

に
比
べ
十
七
件
も
増
加
し
て
お
り
、

損
害
額
に
し
て
五
千
二
百
八
十
四
万

三
千
円
が
灰
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
火
災
の
原
因
は
、
石
油
燃
焼
器
具

類
に
よ
る
も
の
が
十
一
件
で
全
体
の

二
十
四
％
を
し
め
、
つ
い
で
た
ぱ
こ

の
不
始
末
が
六
件
と
な
っ
て
い
ま
す

　
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
の
注
意
で
防
ぐ

こ
と
の
で
き
る
火
災
で
す
。

中
条
と
下
条
中
の
統
合
を

　
市
内
中
学
校
の
校
舎
の
老
朽
但
ど

生
徒
の
減
少
傾
向
の
現
状
か
ら
今
後

の
市
立
中
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て

諮
間
さ
れ
て
い
た
市
立
中
学
校
整
備

統
合
研
究
委
員
会
（
委
員
長
近
藤
雄

四
郎
）
は
慎
重
に
審
議
を
重
ね
た
結

果
こ
の
ほ
ど
、
市
教
育
委
員
会
に
対

し
つ
ぎ
の
と
お
り
答
甲
を
行
な
い
ま

し
た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
答
申
を
う

け
、
今
後
の
教
育
行
政
に
反
映
さ
せ

た
い
と
検
討
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
答
申
の
要
旨
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

一
、
市
内
中
学
校
の
校
舎
は
老
朽
化

が
著
る
し
く
、
快
適
な
教
育
環
境
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

二
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、

適
正
規
模
校
を
継
続
す
る
た
め
に
は

学
区
の
再
編
成
や
学
校
統
合
が
必
要

で
あ
る
。

　
統
合
に
よ
り
遠
隔
地
か
ら
通
学
す

る
生
徒
は
冬
期
間
寄
宿
舎
に
収
容
す

る
。
　
寄
宿
舎
は
校
地
外
に
設
置
し
学
校

に
お
け
る
時
間
と
寄
宿
舎
に
お
け
る

時
間
を
分
け
る
必
要
が
あ
る
。
夏
場

は
ス
ク
ー
ル
パ
ス
に
ょ
る
通
学
が
望

ま
し
い
。

三
、
学
力
の
向
上
の
立
場
か
ら
教
育

施
設
設
備
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

◇
＋
日
町
中
学
校

　
今
後
大
井
田
、
新
座
両
校
の
統
合

後
は
、
大
井
田
地
区
の
生
徒
も
収
容

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
場
合
の
学
級
数
は
二
十
二
5

校
（
分
校
を
含
む
）
を
統
合
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
十
四
5
十
五
学
級
の
適

正
規
模
が
維
持
で
き
る
。

　
し
か
し
、
統
合
実
施
に
先
だ
ち
地

区
住
民
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
設
置
位
置
は
、
環
境
及
び
交
通
の

市
立
中
学
校
整
備

　
　
　
　
統
合
研
究
委
が
答
申

二
十
三
学
級
と
な
り
、
概
ね
適
正
規

模
が
維
持
で
き
る
。
施
設
の
整
傭
は

将
来
計
画
を
た
て
実
施
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

　
◇
中
条
、
下
条
中
学
校

　
中
条
中
学
校
は
大
井
田
地
区
生
徒

が
十
日
町
中
学
校
に
通
学
す
る
と
適

正
規
模
を
下
廻
る
の
で
、
下
条
甲
学

便
を
考
慮
す
る
。

◇
吉
田
中
学
校

　
将
来
と
も
適
正
規
模
を
大
き
く
下

廻
る
が
、
地
理
的
条
件
に
よ
り
、
と

り
あ
え
す
分
校
を
統
合
し
、
現
位
置

に
存
置
す
る
。

　
し
か
し
、
将
来
無
雪
道
路
の
確
保

等
に
よ
り
、
遠
距
離
通
学
が
可
能
と

な
っ
た
場
合
は
他
に
統
合
し
、
施
設

は
幼
稚
園
等
に
転
用
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

　
分
校
統
合
は
、
校
舎
の
改
築
年
度

に
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
o

◇
南
甲
学
校

　
学
区
内
の
世
帯
の
増
加
が
見
込
ま

れ
、
十
学
級
以
上
の
適
正
規
模
が
維

持
で
き
る
の
で
現
状
ど
お
り
と
す
る

　
校
舎
の
改
築
に
あ
た
っ
て
は
将
来

を
見
と
お
し
た
計
画
を
た
て
る
。

◇
水
沢
中
学
校

　
将
来
と
も
九
学
級
程
度
を
維
持
で

き
る
の
で
現
状
ど
お
り
と
す
る
。

　
た
だ
し
、
改
築
の
場
合
現
位
置
で

は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
屋
外
運
動
場

の
小
学
校
と
の
共
用
は
教
育
上
支
障

が
あ
り
好
ま
し
く
な
い
の
で
適
地
に

移
築
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

みんなで交通災害に

加入しましょう

掛金はひとり一日一一円です

　
交
通
共
済
制
度
は
、
市
民
一
人
一

日
一
円
の
掛
金
で
加
入
し
て
い
た
だ

き
、
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
り
ケ
ガ

を
さ
れ
た
場
合
に
見
舞
金
を
お
支
払

い
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

（
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
、
無
免

許
、
飲
酒
運
転
、
航
空
機
、
船
舶
、

天
災
事
故
等
に
よ
る
事
故
は
除
か
れ

ま
す
）

　
加
入
で
き
る
人
は

　
市
内
の
区
域
内
に
住
所
の
あ
る
人

及
び
外
国
人
登
録
を
し
て
あ
る
人
。

　
対
象
と
な
る
交
通
事
故

　
は

　
国
内
で
発
生
し
た
車
両
等
に
ょ
る

人
身
事
故
で
す
。

　
共
済
掛
金
は

　
一
人
に
つ
き
年
額
三
百
五
十
円
。

　
な
お
共
済
見
舞
金
等
の
あ
ら
ま
し

は
各
地
区
の
嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ
て

配
布
し
ま
し
た
チ
ラ
シ
等
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
制
度
は
任
意
加
入
で

強
制
加
入
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
自
分

の
た
め
に
加
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
　
な
お
昭
和
四
十
六
年
度
一
月
末
現

在
の
交
通
事
故
発
生
状
況
は
死
者
十

人
、
傷
者
二
百
五
十
人
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
う
ち
変
通
事
故
に
よ
り
見

舞
金
の
給
付
を
受
け
た
方
は
死
亡
二

人
（
総
額
百
万
円
）
ケ
ガ
に
よ
り
給

付
を
受
け
た
方
は
六
十
八
人
（
総
額

百
八
十
六
万
円
）
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
昨
年
の
交
通
亭
故
の

死
傷
者
の
う
ち
未
加
入
者
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。

　
昭
和
四
十
六
年
度
中
に
交
通
事
故

に
あ
わ
れ
た
加
入
者
で
ま
だ
見
舞
金

の
請
求
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
市

役
所
庶
務
課
庶
務
麦
通
係
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

（
事
故
当
日
か
ら
一
年
以
上
す
ぎ
た

も
の
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
）

”

轟
o
D
9
・
p
，
　
P
　
4
■
己
、
閣
，

昭
和
四
十
六
年
度
中
の
お
も
な
出
来
ご
と
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た

【
四
月
】

・
一
日
　
六
十
五
才
以
上
ね
た
き
り
老
人
に
医
療
費
無
料

・
三
十
日
国
道
二
五
三
号
線
（
十
日
町
ー
六
日
町
）
の
開
通
式

【
五
月
】

・
五
日
　
成
人
式
（
成
人
者
千
三
十
一
人
）

・
九
日
　
春
日
市
長
就
任

・
二
十
日
　
市
議
会
臨
時
会
で
議
長
石
坂
氏
、
副
議
長
丸
山
氏
選
出

・
二
十
六
日
　
最
新
型
救
急
車
を
配
置

【
六
月
】

・
五
日
　
「
小
唄
ま
つ
り
」
民
踊
流
し

・
六
日
　
市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
実
施

・
十
日
　
日
本
損
害
保
険
協
会
が
新
鋭
化
学
消
防
車
を
寄
贈

・
十
六
日
5
十
七
日
　
民
具
展
示
会

・
二
十
七
日
　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投
票
日

【
七
月
】

・
公
害
防
止
の
た
め
の
融
資
と
助
成
制
度
を
新
設

・
三
日
　
自
治
省
か
ら
十
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
を
指
定

・
十
三
日
≦
十
六
日
　
市
内
施
設
め
ぐ
り
を
実
施

・
十
四
日
　
公
衆
浴
場
を
再
開

【
八
月
】

・
十
三
日
洗
浄
散
水
車
を
配
置

【
九
月
】

・
一
日
　
指
定
金
融
機
関
を
指
定

・
十
二
日
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
県
大
会
を
開
く

【
＋
月
】

・
二
日
　
特
豪
雪
地
帯
に
指
定

・
十
九
日
　
市
民
会
館
落
成
式

・
二
十
日
第
五
回
長
寿
大
学
を
開
催

【
＋
一
月
】

・
新
鋭
除
雪
グ
レ
ー
ダ
ー
を
購
入

【
＋
二
月
】

・
新
型
雪
上
車
を
配
置

・
市
営
住
宅
黒
沢
団
地
完
成

・
二
十
四
日
　
経
済
懇
談
会
を
麗
催

・
二
十
五
日
　
市
民
ス
キ
ー
場
完
成

【
一
月
】

・
二
十
日
　
市
総
合
計
画
基
本
構
想
案
を
市
同
審
議
会
に
諮
間

【
二
月
】

・
十
二
日
5
十
三
日
市
民
冬
ま
つ
り

【
三
月
】

・
七
日
　
第
一
回
定
例
市
議
会

駈1“m””1””mll”ll”lmm”m”1”1””“i”1闘1””lll皿1”1”

市内交通事故発生状況

と
較
滅

年
比
前
の
増

年
期
前
同
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　4月1日～7日春季火災予防運動を巽施

十日町市消防署は4月1日から7日までつぎの5

項目を重点に春季火災予防運動を実施します。

火災予防は各自がお互に注意することが最も

大切です。

火を使う人なら必ずできる火の後始末です。

必ず実行いたしましょう。

1．主婦のための防火教室の開催

2．たばこの投げ捨てと寝たばこの防止

3．外出時、就寝前の火の元点検励行

4．旅館、ホテル、百貨店、事務所等の消火、

　通報及び避難訓練の実施

5．車両及び林野の火災の予防

　　経電気工事は

　　電気工事サービスセンターヘ

このたび電気工事店の組合であります新潟県電

気工事工業組合十日町支部（泉町、電話（2）3295

番）では小電気工事を専門にする軽電気工事サ

ービスセソターを設置しました。

既設家屋の電灯や受ロコソセソト、スイソチ

等の増設や取替工事のような小電気工事はこの

軽電気工事サーピスセンターにお申し込みくだ

さい。迅速に工事を実施します。

つぎのところで申し込みの取りつぎを行なって

いますのでご利用ください。

取次先　東北電力株式会社十日町営業所（十

　　　日町市本町3　電話（2）3107番）

　　　十日町市中魚沼郡地区テレビラジオ

　　　電器商組合（十日町市本町3、岩崎

　　　電機内、電話（7）2261番）

　　　東北電気保安協会十日町出張所

　　　（十日町市本町3、電話（2）3107番）

　　身障者など軽自動車税を減免

軽自動車をお持ちの方でつぎに該当する場合

は、申請により1台限り軽自動車税を減免しま

す。

①身体障害者の方で自分みずから所有し運転

　する車
②身体障害者の方で自分みずから所有する車

　であって家族の方々がその人のために運転

　する車
③生活保護を受けている方で車をお持ちの方

　減免申請は毎年納税通知書が届きしだい印

　鑑と納税通知書、身体障害者手帳又は戦傷

　病者手帳を持参の上申請してください。

学校用務員募集
2名

年令40才未満の男子

十日町小学校、十日町中学校

47年3月25日まで

坑所十日町市役所（税務課）

期日3月2旧まで（土曜日の午後及び日

　　曜、祝祭日を除く）午前9時から午後

　　　4時まで。

員
格
校
日

鰍
務

募
資
勤
期

■
■
■
■
くわしいことは教育委員会庶務課に至急お問

い合わせください。

　　　固定資産課税台帳を縦覧

昭和47年度の固定資産課税台帳をつぎのとお

り縦覧しますのでお知らせします。

　　軽自動車の異動申告をお忘れなく

軽自動車を所有権移転又は住所変更した場合

は必ず申告しなけれぽなりません。まだ申告さ

れていない方は至急申告してください。

　くわしいことは市役所税務課にお問い合わせ

ください。　　　　　　電話　（7）3日1番

寄付ありがとう

　　　　＜歳末助け合い＞
■明石交通親ぽく会　　　　　　　2，374円

■十日町水道工業㈱有志　　　　2，845円

■中条上町大熊喜一　　　　　　3，日0円

■東北電労十日町分会青年部代表稲田昭夫

　　　　　　　　　　18，939円

　　　　＜福祉事業に宥付＞

■上野　富井博　　　　　　　　3，805円

■田中西　川崎チェ　　　　　　　975円

口郡山市　佐久間みね　　　　　10，000円

口十日町相撲協会（時葉山、長浜チャリティー

　　　　　　サイン会）　20，000円

■神明町故樋口政太郎、市民会館ホール用演台

　　　　　　　1個（lO万円相当）

■川治連合婦人会　セイコー掛時計1個（川治

　　　　　　地区公民館用）

■十日町新聞社　スチールロッカー2個

　　　　　　　　　　（市民会館）

　　　運転免許更新手数料700円に

47年4月1日から．運転免許更新申請手数料が

従来の400円から700円に改定されますのでお間

違いのないようお願いします。（十日町警察署）

　　　金婚夫婦に色紙を贈呈

新潟県老人クラブ連合会は金婚を迎えられた

夫婦に対し、県知事揮毫の色紙を贈呈すること

になりました。追って嘱託員さんから該当者の

調査をしてもらう予定にしていますが該当者は

もれ落ちのないようあらかじめ嘱託員にお申し

出ください。

〔該当者〕大正10年4月1日から大正I　l年3月

31日の間に結婚した方で昭和47年4月1日現在で

夫婦とも健在なもの。

　広報コンクー几組写真の部で3位に

このほど第9回新潟県広報コγクールの審査

が新潟市で開かれ、組写真の部で本市のミ防災

訓練ヤが3位に入賞しました。

　　　農業用免税軽油を交付
農業用免税軽油をつぎのとおり交付します。

昭和47年4月13日午前9時から午後3時まで。

十日町財務事務所会議室（財務事務所）

歩行者天国なと制度化

道交法の一部改正で

　
今
回
改
正
さ
れ
た
道
交
法
の
一
部

に
つ
い
て
、
つ
ぎ
に
そ
の
概
要
を
述
路

ぺ
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
こ
の
改
正
は
、
お
も
に
歩
行
者
の

保
護
や
都
市
変
通
対
策
、
交
通
方
法
意

の
合
理
化
な
ど
を
重
点
に
行
な
わ
れ
　
一

ま
し
た
が
、
運
転
者
も
歩
行
者
も
、
　
歩

交
通
法
令
を
守
っ
て
交
通
亭
故
な
ど
た

絶
対
に
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
二

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
歩

　
道
交
法
の
一
部
改
正
の
要
点
は
つ
の

ぎ
の
と
お
り
。
　
　
　
　
　
　
　
し

　
”
歩
行
者
天
国
”
や
”
買
い
物
道

路
”
な
ど
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
　
ら

一
、
歩
行
者
の
た
め
車
両
の
通
行
を
側

禁
止
し
た
道
路
（
歩
行
者
用
道
路
）
　
通

で
は
、
歩
行
者
は
道
路
の
中
央
な
ど
こ

を
自
由
に
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

す
。二
、
許
可
を
受
け
て
通
行
す
る
宙
両
り

や
は
じ
め
か
ら
禁
止
の
対
象
か
ら
除
は

外
さ
れ
て
い
る
郵
便
車
な
ど
は
、
歩
交

行
者
に
特
に
注
意
し
て
徐
行
し
な
け
に

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
し　　　　　　　　　　　　しの歩二た歩一意　れ路
菟客蕉奮謀桑苓宗幕書墾㌶謬箭薯譲謬薯暴霧奢委窪奢
　すのなだり　では越いにれでが断れと行が者。し者

韻
縫
耀
蔀
瓢
　
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
　
　
㎏
脚
騨
艶
聚
雛
御
器
雛
た
の
で
す
．
箋
●
竹
内
臨
）
【
鍋
矯
羅
置
し
て
あ
る
正

　
　
　
　
　
、
　
　
四
日
町
神
宮
寺
の
観
音
様
σO
　
家
の
先
祖
を
は
じ
め
豪
親
属
豊
。
（
文
化
財
観
喜
轄
会
副
盆
、
面
の
厨
子
】

の
安
全
の
た
め
車
の
注
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
を
と
む
ら
い
同
時
に
現
世
の
安
穏

馨
離
欝
子
護
羅
雛
じ
顯
鵯
熱
醸
聾
縮
を
鶴
解
讐
の
筆
　
二
十
歳
の
記
録

の
間
に
塞
な
團
を
保
正
面
の
軍
茜
側
の
畢
で
っ
ね
）
と
い
父
が
講
し
竃
の
奉
納
し
た
の
は
天
明
四
（
一
七
八
　
　
　
　
　
ー
原
稿
を
募
集
1

ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
）
年
三
月
で
、
観
音
堂
が
再
建
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
し
も
つ
ぎ
の
と
お
り
コ
一
十
歳
日
町
市
公
民
館
「
二
十
歳
の
記
録
」

歩
道
に
接
近
す
る
車
は
、
　
　
正
面
の
厨
子
の
甲
に
は
い
う
ま
で
　
　
三
好
直
恒
が
ど
の
よ
う
な
因
縁
で
れ
て
二
年
後
の
こ
と
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
記
録
」
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。
　
係

い
る
場
合
に
は
横
断
歩
道
も
な
く
、
本
尊
の
十
一
面
千
手
観
音
こ
の
厨
子
を
奉
納
す
る
に
至
っ
た
か
　
　
三
好
氏
は
江
戸
の
縮
緬
（
ち
り
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

停
止
で
き
る
速
慶
で
進
行
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
・
　
は
・
畢
の
内
側
墨
書
か
れ
て
ん
）
間
馨
あ
っ
た
よ
う
で
吉
町
一
、
課
題
、
一
番
婁
や
す
い
慧
児
華
当
の
支
払
い
は

ば
な
り
ま
せ
ん
．
　
西
側
の
厨
子
の
中
に
は
中
峰
大
薩
い
る
記
録
に
よ
っ
て
わ
か
り
ま
す
・
村
の
崖
養
右
工
門
方
に
寄
寓
し
を
つ
ぎ
の
中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
座
振
替
の
ご
利
用
を

三
以
上
の
通
行
蒙
馨
唾
（
ち
ゅ
う
誉
だ
い
さ
っ
た
）
そ
れ
に
よ
る
羨
の
よ
ぞ
す
・
そ
の
後
も
し
ぱ
し
ぱ
観
蔓
に
参
詣
早
晶
霞
と
し
て
思
2
と
今
後
・
児
華
当
は
笙
二
月
・
六

る
と
き
は
、
も
っ
と
も
右
の
尊
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
三
好
直
恒
は
、
宝
暦
、
天
明
年
間
し
て
い
よ
い
よ
信
心
を
固
め
・
こ
ん
　
　
口
わ
た
し
の
青
春
、
国
わ
た
し
の
月
・
十
月
の
十
日
が
支
給
期
日
と
な

し
車
線
と
し
、
そ
の
他
の
　
　
本
尊
の
安
置
さ
れ
て
い
る
正
面
の
　
（
一
七
五
一
ー
八
八
）
に
商
人
と
し
ど
は
観
世
音
の
「
御
縁
起
」
　
（
ご
え
　
　
選
ん
だ
道
、
四
初
め
て
選
挙
権
を
り
ま
す
。

速
度
に
応
じ
て
通
行
す
る
厨
子
に
は
、
前
方
の
扉
に
天
女
、
風
て
越
後
と
武
蔵
の
間
を
＋
余
年
間
往
ん
ぎ
）
の
作
成
を
発
願
す
る
に
至
つ
　
得
て
、
㈲
青
年
と
し
て
訴
え
た
い
　
　
こ
の
児
童
手
当
の
受
給
方
法
は
直

き
る
よ
う
に
改
め
ら
れ
ま
神
、
雷
神
、
童
子
（
ど
う
じ
）
な
ど
来
し
た
が
・
一
た
び
当
観
音
堂
に
参
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
、
因
詩
「
青
春
」
、
㈲
そ
の
接
窓
口
に
お
出
か
け
に
な
ら
な
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
風
の
絵
が
左
右
に
対
（
つ
い
）
　
詣
し
観
世
音
の
尊
容
に
打
た
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
済
む
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

に
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
に
な
っ
て
＋
枚
画
か
れ
、
前
方
左
右
　
「
信
心
肝
に
銘
じ
」
厚
く
観
世
音
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
枚
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四
　
　
口
座
振
替
の
手
続
き
は
金
融
機
関

り
に
車
線
の
変
更
を
し
て
の
隅
に
は
そ
れ
ぞ
れ
金
色
の
竜
が
本
信
仰
す
る
に
至
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枚
以
内
、
一
人
二
編
ま
で
。
　
　
　
名
と
受
給
者
（
保
護
者
）
の
口
座
番

く
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
尊
を
直
接
守
護
す
る
か
の
よ
う
に
飾
　
　
た
ま
た
ま
前
述
し
た
よ
う
に
天
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
稿
に
は
課
題
、
住
所
、
氏
名
、
　
号
を
確
認
の
上
、
市
社
会
福
祉
事
務

通
行
方
法
に
つ
い
て
安
全
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
二
（
一
七
八
二
）
年
に
神
宮
寺
四
世
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
業
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
所
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
　
（
口
座

る
義
務
が
明
確
に
さ
れ
ま
　
　
こ
の
厨
子
は
、
天
明
四
（
一
七
八
守
山
良
朴
和
尚
が
美
し
い
立
派
な
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
し
め
切
り
　
三
月
二
十
日
　
　
　
振
替
利
用
者
の
場
合
そ
の
都
度
の
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
）
年
三
月
、
武
州
荏
原
（
え
ば
音
を
再
建
し
た
の
で
、
そ
れ
に
ふ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
宛
先
　
十
日
町
市
学
校
町
、
十
知
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
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　市水道課では企業の公共性と経済性の調和を図りなが
　ら業務の効果的な処理を図るため検針集金業務について

新年度からr隔月検針、集金」を実施し極力サービスに

努めることになりました。

　実施の方法
　4月i日から検針、集金を奇数月、偶数月に区分け
　し、つぎの日程で皆さんのご家庭を訪問します。

　メーターの検針は2ヵ月ごとに伺います◎

検針・集金日程艦月（1月、3月、5月、7月、9月、朋）

使用水量はr使用点検表」に記録しお知らせします。

また正しい検針ができるようつぎのことにご協力くだ
さい。

（1）メーターボックスはいつも清潔に　（2）メーターボッ

　クスの上に物をおかない。

集金は
　2ヵ月ごとに定められた日にお伺いし水道料金はつぎ
の2ヵ月換算表を使用します。

偶数月（2月、4月、6月、8月、IO月、12月）

検針
日樫
集金
日雇 樗沢義夫 小　泉　仁策 樗沢　義　夫 小　泉　仁　策 水道料金表

㎜　　　＝　一

（隔月集金による2ケ月換算表）
1日 16日

川泊上町 川治中町 1“泊内後 高田町五 島 美雲町卜3 接ホ町 鐘町卜2 酉浦町東 酉濾町西 昭和町4
福荷町2

　　　　料　率

用　途

基本料金
　　（2ケ月につき）

し

2目 17日
谷内丑 州治下町3 千代田町 春日町3 春日可2 高山第2 高山篤3 高山第4 関口麺口町 駅通り 届荷町1

超過料金

一立方米旭　　町
水　　量
　　　鹿方乗

料
36 19日

1“治下町2 ll飴下吼 山‡可1 春日町1 高田恥．西 高田町4 宮下町東 宮下町西 識訪町 太子掌 中条旭町 金
円
1にっき

紳明町 本町3
一　般　　用 20 600 30

4日 19日
河内町 千歳町1 千a可2 高田再3，南 高田町3．東 丸山町 学校岨 学捜町2 川謄可 五軒斬田 中粂八鰯 塚　　田

山本町2述 若宮町 上　　躍 上　　町
営　　拳　　用 20 600 30

5日 2●日
千歳町3 本吼の上 ‡町豪1 七軒町 高田町2 高田町1 水野町 田中可酉 田中可東 中　　町 背　　戸 下　　町
寿町ト4 酉寺町 田中町本通り

工
業
用

小　　口 400 10，400 26
7日 22日

‡町西1 尉和貫口 栄　　町 昭和可2 泉　　可 昭租町3 北新田3 t新田2 北斬田1 中条島 鯵 梅　　沢

癩賀糸屋町 中粂新田 大　　口 1，000 24，000 24
8日 ”日

本町1の下 ‡町2 袋町全域 穰鶴．本通り 種荷町4 域之古1 城之古2 城之古3 四日町新田3 四日町新田2 四日質斯田4

特殊大口 2，000 46，000 23

9日 24日
本町6－1 八幡田町 嶺背町3．玩 囑荷■∫3．南 新座　1 新座　2 四日腎新田1 四日町2 四日町1

湯屋業　用 100 2，300 23

1●日 25日
粗6－3 田川耶1 ‡町4零町5 本再6－2 新屋3新座4 四日嗣14 尾　　筋 四H町3

臨　　時　　用 1 50

”日 26日
田川可2 田，li町3 上”1町 粗7－1 本町7－2 三和町

水道料金表
（隔月集金による2ケ月換算表）

たった一度の手続きであなたの預金口座から自動的に

水道料金が支払われます。

申し込みはつぎの取扱金融機関へどうぞ

　・北越銀行十日町支店　・第四銀行十日町支店

　・新潟相互銀行十日町支店

　・大光相互銀行十日町支店

　・新潟県信用組合十日町支店

　　4月6日～15日春の交通安全運動を実施

春の全国交通安全運動は、歩行者事故、とくに新入学

児童（園児）や幼児の事故防止を重点に行ない、期間中

スクールゾーンの母と子の交通安全指導などを行ない

ます。

　　新潟県男子警察官、女子交通巡視員を募集

募集期間昭和47年3月1日～4月10日

採用予定日　昭和47年6月1日

　くわしいことは警察署又はもよりの派出所、駐在所で

おききください。

一429一


